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オホーツク地方におけるゴイサギの越冬初記録

嶋崎太郎

東京農業大学生物産業学部生物生産学科植物資源･生産管理学研究室.〒O99-2423北海道網走市八坂196

ゴイサギＭﾉ℃碇o侭aﾉｗ７"たoﾉ湖ｘは，日本では本州から九州にかけて繁殖し,北海道には生息し

ないとされていた(高野1982,叶内ほか’998)．しかし近年,北海道でも札幌市や江別市などの道

央圏において繁殖や越冬の観察例が度々報告されている.繁殖記録には札幌中央区1995年６月

(北海道新聞1995年６月２４日)，1996年６月(北海道新聞19966月23日），1999年４月(北海道新

聞1999年４月２７日)などがある.また,越冬記録には札幌1988年２月，江別1994年１０月～1995年２

月，札幌北区2000年３月(藤巻2000)などがあり,生息分布域を北へと広げつつあることが推察さ

れる．

オホーツク地方においては,2000年５月に女満別町網走湖畔のアオサギノＷｂａｃ"7G/でａのコロ

ニー内で営巣している複数のつがいが観察され(川崎2001)，2001年と2002年にも営巣が確認され

ている(川崎私信)．しかし,これまでに越冬は確認されていなかった.筆者は2002年２月５日に網

走市においてゴイサギ成鳥１羽を確認した.これは当地方における本種の初越冬記録であり，日本

での最北の越冬記録となるのでここに報告する．

観察地は網走市にある呼人探烏遊歩道(43.58'Ｎ,144°１３，Ｅ)である.ここは網走湖に突き出し

た形をした呼人半島の付け根から先端部に向かって伸びている遊歩道である．半島の付け根にあ

る呼人市街側の入り口から500ｍ程にはミズバショウ‘【J汐/℃ﾉｹﾉro〃Ｃａ”Ｓｃﾉｳafceﾉ7.Fｅなどが群生する湿

地帯が分布している.そこから先は半島先端部までミズナラQUeﾉ℃ｕｓ〃7o"gひ"ｂａα”UA7,シラカン

バ比rUAIP“Pﾑﾘ他var.〃o"極,ハルニレ〔伽usdaW乱ﾙﾂ"avar."o"ﾉｂａなどの広葉樹と,アカト

ドマツ／16低sacﾉｳa伽e"姉などの針葉樹が混生している針広混交林が分布している.入り口から約

1kｍ地点より先は網走湖のすぐ脇を通るように遊歩道が半島先端部まで続いている．

繁者が本個体を確認したのは2002年２月５日14時頃である.本個体は呼人市街側入り口付近の

湿地帯の枯れ草の陰にいたようだが,筆者の接近により飛び立ち,近くの木の枝にとまった.本個

体は木の枝にとまったあと５分ほどじっと静止していたため,その間に筆者は８倍の双眼鏡および

20倍の望遠鏡をもちいて観察し,ゴイサギの成鳥であることを確認した.その後林の奥に飛去したた

め，見失った．

この後,筆者は何度か同地を訪れたが本種を確認することはできなかった.しかし，同１７日になっ
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て日本野鳥の会オホーツク支部会員の佐藤満氏によって同地において再び確認された.また,同

会員である斎藤喜一郎氏による付近の住民からの聞き取りによると,遊歩道の呼人市街側の入り口

から南南東に１kmほどにあるＪＲ呼人駅付近で,鉄道林をねぐらにしていたゴイサギが１羽いたとい

う.この個体は成鳥で,１２月頃から３月頃までのあいだ,ほぼ毎日のように鉄道林の落葉樹をねぐら

にしていた,とのことであった．

本件個体と佐藤氏が確認した個体,そして呼人駅付近をねぐらにしていた個体は全て成鳥であ

り,単独で行動していたことや観察された場所の位置関係などから,おそらく同一個体であると思わ

れ,呼人周辺で越冬していたものと考えられる．

当地方は北海道の中でも冬が厳しく,河川や湖沼のほぼ全域が結氷し,本種の越冬には適して

いないと思われる.しかしながら,この遊歩道の入り口付近の湿地帯を流れる小川には付近で湧き

出している温泉が流れ込んでおり,厳冬期でも凍結しない.そのため,厳冬期でも魚や水生昆虫な

どが生息している.本個体はそれらを食物にしていたものと考えられる．

今回の記録は,北海道でのゴイサギの越冬記録としては４例目となるが,その中でも最も北の記

録となる.今まで本種の越冬は札幌や江別などの道央圏だけでしか記録されていなかった(藤巻

2000)．しかし,今回の記録ではさらに気候の厳しい網走でも本種の越冬が可能であることが確認さ

れた.本個体が当地方で越冬ができた理由としては,上述のように湿地帯への温泉の流入によって

厳冬期でも凍結せず,食物を取ることが可能であったことがあげられる.また,今までの越冬記録は

すべて繁殖地の近くで確認されており,そこで繁殖した個体が越冬した可能性が高い.今回の記録

でも,観察地である呼人探烏遊歩道から南南西に４kmほどのところに本穂が繁殖していた網走湖

畔のアオサギ集団繁殖地があり,本個体はそこから飛来した可能性がある.これらのことから考える

と,ゴイサギが当地で今後も越冬する可能性がある．

最後に,本報告をまとめるにあたり,貴重な文献および情報を提供していただいた日本野鳥の会

オホーツク支部の川崎康弘氏と斉藤喜一郎氏に厚くお礼申し上げる．
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WinteringrecordofaBIack-crownedNightHeronatAbashiriLake,northemjapan
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AwinteringBlack-crownedNightHero、/Ｗ℃"とoﾉ認my℃Z応蝿xwasobservedatAbashiri

Lake(43.58,Ｎ，144.13,Ｅ)northemJapanduringDecember2001toMarch2002・Thisis

thenorthernmostwinteringrecordinJapan，ThelakewasIrozenandtheriversandsea

aroundthelakewerealsocoveredbyice・However，ｔherewasanunfozenstreamwithIish

becausewaterIi･omahotspringwasstreamingin・Thisunfi･ozenstreamenabledtheNight

HerontowinteratAbashiriLake．
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